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一
九
六
〇
年
代
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
に
お
け
る
農
業
労
働
者
ス
ト
ラ
イ
キ
と

　
　
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会

は
じ
め
に

　
一
九
六
五
年
九
月
、
米
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
カ
ー
ン
郡
の
小

さ
な
町
デ
ラ
ノ
で
賃
金
引
上
げ
等
を
求
め
た
葡
萄
摘
み
労
働
者
ス

ト
ラ
イ
キ
が
起
こ
っ
た
。
こ
の
ス
ト
は
メ
キ
シ
コ
系
の
「
全
国
農

業
労
働
者
連
合
」
（
以
下
N
F
W
A
と
略
記
、
会
長
セ
サ
ー
ル
．

チ
ャ
ベ
ス
）
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
系
の
A
F
L
l
C
I
O
傘
下
「
農
業

労
働
者
組
織
委
員
会
」
（
以
下
A
W
O
C
と
略
記
、
会
長
ラ
リ

ー
・
イ
ッ
ト
リ
オ
ン
グ
）
の
二
つ
の
労
働
組
合
の
連
帯
に
よ
る
も

の
で
、
全
国
的
な
葡
萄
ボ
イ
コ
ツ
ト
に
ま
で
拡
大
し
米
国
各
地
か

ら
の
人
種
・
民
族
、
階
級
、
宗
教
の
違
い
を
越
え
た
広
い
範
囲
の

支
援
を
集
め
た
が
、
経
営
者
側
で
あ
る
デ
ラ
ノ
の
全
て
の
葡
萄
栽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

培
業
者
と
の
契
約
締
結
ま
で
に
五
年
近
く
を
要
し
た
。

中

』

正

紀

　
本
論
文
で
は
、
デ
ラ
ノ
・
ス
ト
ラ
イ
キ
の
初
期
の
経
過
を
た
ど

り
な
が
ら
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
ス
ト
に
対
す
る
態
度
の
変
化
に

注
目
す
る
。
ス
ト
参
加
労
働
者
の
大
半
は
カ
ト
リ
ッ
ク
だ
っ
た
が
、

ス
ト
を
先
に
支
援
し
た
の
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
方
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
暫
く
し
て
他
宗
派
の
教
団
が
加
わ
り
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン

ト
・
カ
ト
リ
ッ
ク
・
ユ
ダ
ヤ
の
三
大
宗
派
の
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
確
立
さ
れ
る
。

　
従
来
、
デ
ラ
ノ
・
ス
ト
ラ
イ
キ
に
お
け
る
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の

活
動
に
関
す
る
研
究
は
筆
者
の
知
る
と
こ
ろ
で
は
、
P
．
H
．
マ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

ク
ナ
マ
ラ
の
博
士
論
文
の
み
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
ス
ト
当
時
カ
ト

リ
ツ
ク
教
会
は
献
金
主
の
大
半
を
占
め
る
栽
培
業
者
（
ユ
ー
ゴ
ス

ラ
ピ
ア
系
や
イ
タ
リ
ア
系
が
主
体
）
の
意
向
に
影
響
さ
れ
、
プ
ロ

テ
ス
タ
ン
ト
の
行
動
に
遅
れ
を
取
る
こ
と
が
多
く
、
ス
ト
支
持
者
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と
し
て
の
活
躍
は
比
較
的
目
立
た
な
か
っ
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。

一
方
、
当
時
出
版
さ
れ
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
風
の
著
作
物
は
、

莫
大
な
量
に
及
ぴ
、
ス
ト
側
・
ス
ト
反
対
者
側
が
マ
ス
コ
ミ
を
利

用
し
て
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
合
戦
を
盛
ん
に
行
っ
た
こ
と
が
そ
の
一
因

で
あ
る
。

　
マ
ク
ナ
マ
ラ
は
、
六
五
年
十
二
月
の
全
国
レ
ベ
ル
組
織
の
神
父

に
よ
る
ス
ト
支
持
の
声
明
、
六
六
年
三
月
の
加
州
教
会
組
織
の
態

度
の
中
立
か
ら
ス
ト
支
持
へ
の
移
行
、
そ
し
て
六
六
年
三
月
か
ら

四
月
に
か
け
て
の
ス
ト
農
業
労
働
者
の
巡
礼
行
進
と
い
う
一
連
の

出
来
事
が
、
そ
の
後
の
カ
ト
リ
ッ
ク
の
草
の
根
的
な
支
持
の
誘
因

と
な
っ
た
と
解
釈
す
る
が
、
三
つ
の
出
来
事
の
間
の
因
果
関
係
に

　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

は
殆
ど
触
れ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
全
国
レ
ベ
ル
か
ら
加
州
組

織
の
上
層
部
へ
、
さ
ら
に
草
の
根
レ
ベ
ル
と
い
う
、
カ
ト
リ
ヅ
ク

聖
職
者
の
ス
ト
支
持
へ
の
段
階
的
移
行
の
経
路
が
不
明
瞭
で
、
あ

た
か
も
三
つ
の
出
来
事
が
独
立
し
て
起
こ
づ
た
よ
う
な
印
象
を
与

え
る
。

　
し
か
し
、
実
際
に
は
こ
れ
ら
の
出
来
事
は
密
接
に
関
係
し
合
っ

て
起
こ
っ
た
の
で
あ
り
、
以
下
の
理
由
か
ら
、
六
五
年
十
二
月
の

声
明
と
、
そ
の
前
後
の
ス
ト
、
ボ
イ
コ
ッ
ト
に
対
す
る
聖
職
者
の

支
援
活
動
と
そ
の
効
果
が
次
第
に
カ
ト
リ
ッ
ク
州
教
会
組
織
に
自

ら
の
姿
勢
の
再
考
を
促
し
た
こ
と
に
も
う
と
注
目
す
べ
き
な
の
で

あ
る
。
ス
ト
当
初
の
カ
ト
リ
ヅ
ク
教
会
の
立
場
は
、
全
国
組
織

（
州
外
組
織
）
レ
ベ
ル
の
支
持
、
州
組
織
の
中
立
、
地
元
司
教
区

の
中
立
と
に
分
か
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
特
に
州
レ
ベ
ル
で
は
下

位
の
神
父
ら
が
個
人
と
し
て
ス
ト
支
援
の
態
度
を
皐
く
か
ら
示
し
、

上
位
聖
職
者
の
承
認
が
神
父
た
ち
に
と
っ
て
の
大
き
な
課
題
で
あ

っ
た
。
そ
の
意
味
で
州
カ
ト
リ
ヅ
ク
教
会
組
織
全
体
の
ス
ト
支
持

の
表
明
は
デ
ラ
ノ
・
ス
ト
の
大
き
な
出
来
事
の
一
つ
で
あ
り
、
そ

れ
を
中
心
に
前
後
の
事
件
と
の
関
連
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
デ
ラ

ノ
・
ス
ト
に
お
い
て
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
が
ス
ト
支
持
に
傾
い
て
い

く
過
程
に
寄
与
す
る
諸
要
因
ど
う
し
の
連
関
が
さ
ら
に
明
確
に
で

き
る
も
の
と
確
信
す
る
。

　
以
上
の
先
行
研
究
に
対
す
る
批
判
的
考
察
を
踏
ま
え
て
、
本
稿

は
、
州
レ
ベ
ル
お
よ
び
地
元
司
教
区
の
力
ト
リ
ソ
ク
教
会
が
最
初

の
時
期
は
ス
ト
に
中
立
の
立
場
を
取
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
原
因

を
探
り
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
ス
ト
開
始
半
年
後
に
州
レ
ベ
ル
の
組

織
が
結
局
は
ス
ト
支
持
側
に
回
る
に
至
る
ま
で
の
、
ス
ト
参
加
者

側
そ
し
て
州
外
部
の
宗
教
組
織
・
指
導
者
側
か
ら
の
働
き
か
け
の

形
態
と
そ
の
影
響
カ
を
検
討
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
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ー
　
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
よ
る
支
援
の
遅
れ
の
根
拠

　
加
州
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
組
織
は
、
大
司
教
の
下
に
司
教
、
そ

の
下
に
司
祭
、
と
い
う
僧
位
で
構
成
さ
れ
る
。
大
司
教
、
司
教
が

そ
れ
ぞ
れ
管
轄
す
る
大
司
教
区
（
大
都
市
に
存
在
す
る
こ
と
が
多

い
）
、
司
教
区
の
下
位
区
分
が
教
区
と
呼
ぱ
れ
、
主
任
司
祭
が
管

轄
す
る
単
位
で
あ
る
。
当
時
、
加
州
に
は
二
つ
の
大
司
教
区
（
う

ち
一
区
で
は
ロ
ー
マ
教
皇
に
次
ぐ
最
高
の
行
政
職
で
あ
る
枢
機
卿

が
大
司
教
を
兼
ね
て
い
た
）
と
六
つ
の
司
教
区
が
あ
っ
た
。
デ
ラ

ノ
・
ス
ト
当
初
、
加
州
で
も
個
人
レ
ベ
ル
で
は
N
F
W
A
の
主
張

を
支
持
す
る
神
父
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
も
い
た
が
、
州
レ
ベ
ル
・

地
元
司
教
区
・
地
元
教
区
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
組
織
は
公
式
に
は

以
下
に
述
べ
る
三
つ
の
理
由
で
中
立
の
立
場
を
表
明
し
て
い
た
。

そ
の
た
め
、
特
に
地
元
の
モ
ン
テ
レ
ー
1
ー
フ
レ
ズ
ノ
司
教
区
の
司

教
A
・
J
・
ウ
ィ
リ
ン
ガ
ー
の
直
属
の
神
父
た
ち
は
プ
ロ
テ
ス
タ

ン
ト
聖
職
者
ほ
ど
早
い
時
期
に
ス
ト
に
関
わ
る
こ
と
が
表
立
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

で
き
な
い
で
い
た
の
で
あ
る
。

ω
メ
キ
シ
コ
系
に
対
す
る
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
組
織
の
慣
行
的
態
度

　
マ
ク
ナ
マ
ラ
は
、
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
、
同
化
、
チ
カ
ノ
（
メ
キ
シ

コ
系
の
別
称
）
運
動
の
三
者
の
関
係
に
つ
い
て
、
米
国
南
西
部
地

域
で
最
大
規
模
の
大
司
教
区
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会

を
例
に
と
っ
て
論
じ
て
い
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
今
世
紀
初
頭
、
第

一
次
世
界
大
戦
期
の
ア
メ
リ
カ
ニ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
運
動
に
歩
調
を
合

わ
せ
て
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
と
カ
ト
リ
ッ
ク
の
聖
職
者
た
ち
は
、

増
加
傾
向
の
メ
キ
シ
コ
人
に
対
し
、
市
民
権
獲
得
の
た
め
の
教
室

や
語
学
学
校
の
設
立
な
ど
に
よ
り
、
同
化
促
進
を
試
み
た
。
カ
ト

リ
ッ
ク
の
場
合
、
メ
キ
シ
コ
系
移
民
を
同
化
さ
せ
る
努
力
は
プ
ロ

テ
ス
タ
ン
ト
の
伝
道
活
動
か
ら
保
護
す
る
こ
と
と
結
び
つ
き
、
カ

ト
リ
シ
ズ
ム
の
保
持
は
何
よ
り
も
「
よ
い
市
民
」
と
な
る
こ
と
を

推
進
し
、
そ
れ
は
新
た
な
祖
国
米
国
へ
の
忠
誠
心
を
生
み
出
す
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

と
を
通
じ
て
可
能
で
あ
る
と
見
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
一
九
六
〇
年
代
に
な
る
と
、
こ
の
愛
国
1
－
同
化
主
義
が
当
時
の

教
会
が
主
張
し
て
い
た
「
社
会
経
済
的
問
題
の
平
和
的
解
決
方
法

の
尊
重
」
と
結
び
つ
く
。
同
化
の
過
程
は
教
会
の
い
う
「
ラ
デ
ィ

カ
ル
な
」
抗
議
を
伴
う
必
要
は
な
く
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
教
会
に
よ

る
宗
教
組
織
は
メ
キ
シ
コ
系
の
力
ト
リ
ソ
ク
を
「
破
壊
的
な
」
集

団
か
ら
保
護
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
、
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
。
そ
し
て
、
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
に
よ
る
「
ア
メ
リ
カ
市
民
化
」
に

よ
っ
て
、
メ
キ
シ
コ
系
は
カ
ト
リ
ヅ
ク
教
会
の
考
え
る
現
代
の
社
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A
酉
亜
心
（
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
、
ボ
ル
シ
ェ
ビ
ズ
ム
、
ア
ナ
キ

ズ
ム
、
コ
、
、
、
ユ
ニ
ズ
ム
、
犯
罪
、
教
義
上
・
道
徳
上
の
相
対
主

義
）
か
ら
守
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
と
考
え
ら
れ
た
。
そ
も
そ
も
、

チ
カ
ノ
運
動
は
米
国
内
に
み
ら
れ
る
同
化
主
義
と
チ
カ
ノ
の
被
抑

圧
的
状
況
を
抗
議
対
象
に
し
て
お
り
、
こ
の
点
で
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス

大
司
教
区
の
同
化
主
義
的
方
針
と
真
う
向
か
ら
対
立
す
る
と
マ
ク

ナ
マ
ラ
は
い
う
。
ゆ
え
に
結
論
と
し
て
マ
ク
ナ
マ
ラ
は
、
カ
ト
リ

ツ
ク
教
会
は
チ
カ
ノ
運
動
に
中
立
の
立
場
を
取
り
続
け
る
で
あ
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

う
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

　
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
大
司
教
区
で
は
、
一
九
四
八
年
か
ら
六
九
年
ま

で
伝
統
的
な
教
会
寄
り
の
立
場
を
取
る
マ
ツ
キ
ン
タ
イ
ア
ー
枢
機

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

卿
が
大
司
教
の
座
に
あ
づ
た
た
め
、
チ
カ
ノ
運
動
に
対
す
る
態
度

に
関
し
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
大
司
教
区
が
加
州
の
他
の
司
教
区
に
及
ぼ

す
影
響
は
大
き
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
、
デ
ラ
ノ
・
ス
ト

の
目
標
は
チ
カ
ノ
運
動
の
目
標
と
は
異
な
う
て
い
た
が
、
ス
ト
初

期
に
は
教
会
に
よ
っ
て
両
者
が
同
一
視
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
大

き
か
っ
た
こ
と
を
付
け
加
え
て
お
か
ね
ぱ
な
る
ま
い
。

②
栽
培
業
者
側
の
農
業
労
働
者
組
織
化
に
対
す
る
反
発

　
カ
ト
リ
ッ
ク
に
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
系
の
「
移
動
労
働
者
担
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
日
）

牧
師
団
」
（
葦
⑦
≦
O
q
冨
昌
≦
邑
段
q
）
の
よ
う
な
、
農
業
労
働

者
の
組
織
化
に
直
接
関
わ
る
組
織
が
長
期
に
わ
た
り
存
在
し
な
か

う
た
。
せ
い
ぜ
い
、
一
九
五
〇
年
か
ら
六
二
年
に
活
動
の
見
ら
れ

た
「
布
教
団
」
（
亭
0
8
彗
一
争
…
邑
9
霊
目
O
）
が
、
農
業
労

働
者
の
組
織
化
に
携
わ
う
た
唯
一
の
組
織
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

　
「
布
教
団
」
に
つ
い
て
詳
説
す
れ
ば
、
一
九
五
〇
年
サ
ン
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
大
司
教
区
の
神
父
四
人
が
「
貧
民
担
当
の
聖
職
者
」
の

活
動
許
可
を
大
司
教
の
J
・
J
・
ミ
テ
ィ
に
要
請
し
た
。
「
布
教

団
」
に
任
命
さ
れ
た
神
父
の
中
、
マ
ツ
カ
ラ
ウ
、
マ
ク
ダ
ネ
ル
両

神
父
は
チ
ャ
ベ
ス
や
の
ち
の
N
F
W
A
女
性
副
会
長
ド
ロ
ー
レ

ス
．
ウ
エ
ル
タ
と
親
交
を
得
る
。
神
父
た
ち
は
、
教
会
活
動
の
手

が
届
き
に
く
い
ブ
ラ
セ
ロ
の
教
化
に
力
を
注
い
だ
。
ブ
ラ
セ
ロ
と

は
、
当
時
米
墨
両
政
府
間
の
協
定
に
よ
り
米
国
に
出
稼
ぎ
に
来
て

い
た
労
働
者
の
こ
と
で
あ
る
。
プ
ラ
セ
ロ
は
賃
金
や
労
働
環
境
な

ど
の
点
で
劣
悪
な
状
況
に
お
か
れ
、
彼
ら
の
雇
用
が
ひ
い
て
は
国

内
労
働
者
の
低
賃
金
・
失
業
や
ス
ト
破
り
の
導
入
を
招
い
て
も
い

た
。
、
マ
ツ
カ
ラ
ウ
は
最
初
の
う
ち
、
こ
う
し
た
構
造
的
問
題
に
気

づ
か
ず
、
ブ
ラ
セ
ロ
に
「
社
会
正
義
に
関
す
る
教
会
の
教
義
を
伝

え
る
こ
と
」
だ
け
が
自
ら
の
任
務
と
確
信
し
て
い
た
。
だ
が
、
そ

の
後
七
年
間
の
活
動
を
通
し
て
次
第
に
、
ブ
ラ
セ
ロ
問
題
の
解
決
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は
国
内
労
働
者
の
組
織
化
に
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
始
め
る
。
そ
こ

で
、
雇
用
者
側
と
の
団
体
交
渉
に
よ
る
農
業
労
働
者
問
題
の
解
決

を
め
ざ
し
て
、
組
織
化
活
動
に
着
手
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

こ
こ
に
至
っ
て
栽
培
業
者
の
「
布
教
団
」
に
対
す
る
怒
り
は
最
高

潮
に
達
し
、
教
会
の
上
層
部
に
圧
力
が
か
け
ら
れ
、
と
う
と
う
六

二
年
に
「
布
教
団
」
は
コ
ミ
ュ
ニ
ス
ト
の
「
汚
名
」
を
着
せ
ら
れ

て
壊
滅
さ
れ
て
し
ま
う
。
さ
ら
に
、
四
人
の
神
父
と
も
今
後
決
し

て
農
業
労
働
者
の
組
織
化
に
関
係
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
厳
命
さ

れ
た
。
こ
こ
に
み
ら
れ
る
反
共
産
主
義
に
は
、
当
時
の
社
会
的
風

潮
の
中
に
な
お
も
残
っ
て
い
た
マ
ツ
カ
ー
シ
イ
ズ
ム
の
影
響
が
あ

っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
も
指
摘
で
き
よ
う
。
ま
た
、
デ
ラ
ノ
．
ス
ト

と
の
関
連
で
、
こ
の
組
織
の
壊
滅
に
地
元
教
区
の
ウ
ィ
リ
ン
ガ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

司
教
も
関
わ
づ
て
い
た
こ
と
に
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後

デ
ラ
ノ
・
ス
ト
開
始
ま
で
の
間
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
は
組
織
と
し

て
公
式
に
農
業
労
働
者
の
組
織
化
に
関
わ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。

㈹
地
元
カ
ト
リ
ツ
ク
教
会
と
ス
ト
ラ
イ
キ
参
加
者
の
宗
教
的
憤
行

　
デ
ラ
ノ
の
神
父
た
ち
は
ス
ト
の
問
題
に
干
渉
し
な
い
よ
う
に
、

主
に
カ
ト
リ
ヅ
ク
で
あ
る
栽
培
業
者
側
か
ら
事
あ
る
ご
と
に
圧
力

を
か
け
ら
れ
て
い
た
。
教
区
民
の
大
部
分
は
メ
キ
シ
コ
系
で
あ
っ

た
が
、
カ
ト
リ
ヅ
ク
教
会
へ
の
財
政
援
助
の
大
半
は
ユ
ー
ゴ
ス
ラ

ビ
ア
系
や
イ
タ
リ
ア
系
の
栽
培
業
者
を
含
む
ア
ン
グ
ロ
（
こ
こ
で

は
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
以
外
の
白
人
に
対
す
る
呼
称
）
か
ら
で
あ
っ
た

た
め
、
地
元
教
区
の
カ
ト
リ
ツ
ク
教
会
は
栽
培
業
者
の
圧
力
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

ほ
と
ん
ど
屈
し
て
し
ま
っ
て
い
た
。

　
そ
う
し
た
教
会
と
農
業
労
働
者
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
チ
ャ
ベ

ス
の
談
話
に
よ
れ
ば
、
普
段
、
農
業
労
働
者
の
、
こ
く
僅
か
し
か
教

会
の
ミ
サ
に
定
期
的
に
は
出
席
し
て
お
ら
ず
、
大
き
な
変
化
で
も

な
い
限
り
教
会
に
は
関
わ
ら
な
か
っ
た
と
い
う
。
当
時
の
カ
ト
リ

ツ
ク
教
会
に
メ
キ
シ
コ
系
の
司
教
・
神
父
が
殆
ど
い
な
か
っ
た
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
H
）

い
う
人
種
民
族
的
な
要
因
と
、
前
述
の
よ
う
に
教
会
が
貧
者
に
あ

ま
り
関
心
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
階
級
的
な
要
因
と
が
絡

み
合
づ
て
、
教
会
は
メ
キ
シ
コ
系
に
と
っ
て
疎
遠
な
存
在
で
あ
っ

た
。
他
方
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
系
は
基
本
的
に
移
動
労
働
者
で
あ
っ
た

た
め
、
教
会
に
礼
揮
に
行
く
と
い
う
時
間
的
余
裕
は
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
労
働
者
の
カ
ト
リ
ツ
ク
信
仰
は
教
会
か
ら

離
れ
た
形
で
、
主
と
し
て
各
家
庭
に
代
々
伝
わ
る
伝
承
的
な
も
の

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
一
こ
の
形
態
は
、
同
時
代
の
ラ
テ
ン
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
屹
）

メ
リ
カ
の
農
村
社
会
で
も
広
く
見
ら
れ
た
現
象
で
あ
っ
た
。
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1
1

カ
ト
リ
ッ
ク
神
父
の
個
人
的
支
援
活
動
と
全
国

レ
ベ
ル
で
の
対
応

　
カ
ト
リ
ッ
ク
に
よ
る
最
初
の
ス
ト
支
援
は
個
人
レ
ベ
ル
で
、
サ

ク
ラ
メ
ン
ト
出
身
の
K
・
ケ
ニ
ー
神
父
と
、
ウ
ヅ
ド
ラ
ン
ド
出
身

の
A
．
、
、
、
ー
ガ
ー
神
父
に
よ
っ
た
。
二
人
の
ピ
ケ
参
加
の
動
機
は

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
ヘ
の
対
抗
意
識
に
あ
っ
た
が
、
六
五
年
十
月
二

二
日
に
チ
ャ
ベ
ス
を
伴
っ
て
自
家
用
飛
行
機
で
デ
ラ
ノ
上
空
を
飛

ぴ
、
葡
萄
園
に
働
く
ス
ト
破
り
た
ち
に
ス
ト
ヘ
の
参
加
を
拡
声
器

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
旧
）

で
呼
び
か
け
た
こ
と
が
有
名
で
あ
る
。

　
二
日
後
の
二
四
日
、
デ
ラ
ノ
の
エ
リ
ン
ト
ン
・
パ
ー
ク
で
ス
ト

中
の
農
業
労
働
者
の
ミ
サ
が
開
催
さ
れ
た
。
神
の
恵
み
を
感
謝
し

今
後
の
闘
争
に
お
け
る
勇
気
と
助
力
を
求
め
る
た
め
で
、
四
百
人

以
上
の
農
業
労
働
者
の
ほ
か
に
、
ス
ト
を
支
援
す
る
カ
ト
リ
ッ
ク

信
者
そ
の
他
が
出
席
し
た
。
農
業
労
働
と
同
じ
く
肉
体
労
働
に
属

す
る
大
工
を
生
業
と
し
て
い
た
セ
ン
ト
・
ジ
ヨ
ゼ
フ
に
敬
意
を
表

し
て
、
フ
レ
ズ
ノ
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
所
属
す
る
E
・
ネ
リ
ー

神
父
と
グ
ア
ダ
ル
ー
べ
連
盟
の
チ
ャ
プ
リ
ン
・
が
儀
式
の
進
行
役
を

務
め
た
。
ネ
リ
ー
は
説
教
で
労
働
者
た
ち
に
、
暴
力
を
避
け
思
い

や
り
の
態
度
を
持
つ
よ
う
に
促
し
た
。
出
席
し
た
他
の
聖
職
者
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
M
）

A
・
ソ
ー
ト
神
父
と
サ
ン
・
ノ
ゼ
の
T
・
フ
ラ
イ
神
父
が
い
た
。

以
上
、
ス
ト
の
初
期
の
頃
の
ミ
サ
は
カ
ト
リ
ッ
ク
神
父
が
中
心
と

な
っ
て
戸
何
っ
て
い
た
。

　
六
五
年
十
月
二
七
日
号
の
組
合
機
関
紙
『
エ
ル
・
マ
ル
ク
リ
ア

ー
ド
』
に
は
全
国
カ
ト
リ
ヅ
ク
農
村
生
活
協
議
会
ワ
シ
ン
ト
ン
D

C
支
部
の
理
事
J
・
L
・
ヴ
ィ
ザ
ー
ド
神
父
か
ら
の
支
援
の
手
紙

（
十
月
七
日
付
け
）
が
、
続
い
て
十
一
月
十
日
号
に
は
ワ
シ
ン
ト

ン
D
C
の
V
．
サ
ラ
ン
デ
ィ
ニ
ィ
神
父
か
ら
の
支
援
の
手
紙
が
掲

載
さ
れ
、
全
国
レ
ベ
ル
の
カ
ト
リ
ヅ
ク
教
会
関
係
の
組
織
の
代
表

者
や
州
外
の
神
父
か
ら
ス
ト
支
持
・
支
援
の
声
が
組
合
に
寄
せ
ら

れ
て
い
た
こ
と
が
わ
■
か
る
。
こ
の
支
持
が
行
動
の
形
で
表
さ
れ
た

の
が
、
十
二
月
十
日
の
ヴ
ィ
ザ
ー
ド
神
父
の
個
人
声
明
と
、
十
二

月
十
四
日
の
超
宗
派
的
教
会
組
織
「
宗
教
問
題
委
員
会
」
の
デ
ラ

ノ
訪
問
と
そ
れ
に
基
づ
く
声
明
で
あ
っ
た
。
前
者
の
声
明
は
デ
ラ

ノ
地
域
の
カ
ト
リ
ソ
ク
教
会
の
姿
勢
に
言
及
し
、
ス
ト
参
加
者
た

ち
は
教
会
か
ら
精
神
的
援
助
を
期
待
す
る
権
利
が
あ
る
の
に
そ
う

し
た
援
助
を
受
け
て
い
な
い
こ
と
を
批
判
し
た
。
一
方
、
後
者
は

ス
ト
参
加
者
た
ち
に
対
し
「
自
ら
の
要
求
が
認
め
ら
れ
る
ま
で
」

ス
ト
を
続
け
る
よ
う
勧
め
、
ブ
ラ
ウ
ン
州
知
事
と
州
議
会
に
団
体

交
渉
権
を
保
障
す
る
立
法
の
制
定
な
ら
ぴ
に
、
ジ
ヨ
ン
ソ
ン
大
統
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領
と
米
国
議
会
に
全
国
労
働
関
係
法
（
以
下
N
L
R
A
と
略
記
）

の
適
用
を
農
業
労
働
者
に
ま
で
拡
大
す
る
連
邦
法
の
制
定
を
、
要

　
　
　
　
　
（
帖
）

求
し
た
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
ユ
ダ
ヤ
教
の
ス
ト
支
持
に
関
す
る
入
手
資
料
は
僅
か
で
、

六
六
年
一
月
五
日
の
改
革
ラ
ビ
西
部
連
合
代
表
者
会
議
（
C
V
A

R
R
）
の
特
別
決
議
の
可
決
が
教
会
独
自
の
動
向
の
一
例
と
し
て

挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
決
議
で
、
ス
ト
の
支
持
と
正
義
を
求
め
る
闘

争
に
お
け
る
農
業
労
働
者
へ
の
支
援
が
全
米
の
ユ
ダ
ヤ
教
徒
の
寄

付
と
ボ
イ
コ
ヅ
ト
で
の
援
助
の
形
で
行
わ
れ
る
こ
と
が
約
束
さ
れ

た
。
そ
れ
ま
で
も
ユ
ダ
ヤ
教
牧
師
た
ち
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
や

カ
ト
リ
ッ
ク
た
ち
と
と
も
に
デ
ラ
ノ
で
の
ピ
ケ
ラ
イ
ン
に
姿
を
見

　
　
　
　
　
　
　
（
蝸
）

せ
て
い
た
の
で
あ
る
。

III

ボ
イ
コ
ッ
ト
に
お
け
る
教
会
の
支
援

ω
販
路
妨
害
作
戦

　
N
F
W
A
に
よ
る
全
国
的
デ
ラ
ノ
産
葡
萄
ボ
イ
コ
ッ
ト
運
動
は

六
五
年
十
二
月
末
に
開
始
さ
れ
る
が
、
十
月
に
は
既
に
小
規
模
な

運
動
が
行
わ
れ
て
い
た
。
そ
の
頃
に
は
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
シ

ェ
ン
リ
ー
有
限
会
社
の
建
物
に
対
す
る
ピ
ケ
が
金
曜
日
午
後
の
恒

例
と
な
っ
て
お
り
、
あ
る
週
に
は
ス
ト
組
合
、
メ
キ
シ
コ
系
、
公

民
権
運
動
家
た
ち
五
十
人
以
上
の
参
加
が
あ
っ
た
と
い
う
。
シ
ェ
。

ン
リ
ー
の
経
営
陣
は
、
自
社
に
は
黒
人
の
副
会
長
が
い
る
こ
と
を

根
拠
に
会
社
が
人
種
差
別
を
し
て
い
な
い
と
反
論
し
た
。
ピ
ケ
隊

は
自
分
た
ち
は
人
種
差
別
を
問
題
に
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
マ

イ
ノ
リ
テ
ィ
集
団
に
属
す
る
農
業
労
働
者
へ
の
最
低
賃
金
．
団
体

交
渉
権
に
関
す
る
法
律
的
保
護
の
適
用
を
反
対
し
て
い
る
経
営
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

に
抗
議
し
て
い
る
の
だ
、
と
答
え
た
。
こ
の
よ
う
に
、
少
な
く
と

も
経
営
者
側
に
は
デ
ラ
ノ
・
ス
ト
を
公
民
権
運
動
と
同
一
視
し
て

ス
ト
側
か
ら
の
攻
撃
を
か
わ
そ
う
と
い
う
意
図
が
見
受
け
ら
れ
た
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
後
の
箇
所
で
改
め
て
検
討
を
加
え
た
い
。

　
続
い
て
十
一
月
十
七
日
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
埠
頭
で
一
、

二
五
〇
箱
の
新
鮮
な
デ
ラ
ノ
産
葡
萄
（
七
千
ド
ル
相
当
）
が
ハ
ワ

イ
や
ア
ジ
ア
に
向
け
て
船
積
み
さ
れ
て
い
る
定
期
船
に
、
N
F
W

A
と
A
W
O
C
の
ス
ト
参
加
者
ら
が
ピ
ケ
を
張
っ
た
。
ハ
ワ
イ
で

農
業
労
働
者
の
組
織
化
に
協
力
し
た
経
験
の
あ
る
国
際
港
湾
労
働

者
・
倉
庫
業
者
組
合
（
I
L
W
U
）
の
労
働
者
約
五
十
名
は
葡
萄

の
船
積
み
を
拒
否
す
る
こ
と
で
支
援
を
行
い
、
テ
ィ
ー
ム
ス
タ
ー

ズ
・
ユ
ニ
オ
ン
も
ピ
ケ
ニ
フ
イ
ン
を
越
え
た
葡
萄
の
運
搬
を
拒
ん

だ
。
ま
た
、
船
員
ら
は
も
し
船
が
ス
ト
破
り
労
働
者
の
摘
ん
だ
葡

萄
を
輸
送
す
る
な
ら
ば
、
ス
ト
を
起
こ
す
ぞ
と
使
用
者
側
に
迫
ま
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っ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
二
八
日
に
は
葡
萄
の
船
積
み
阻
止
行

動
は
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
や
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
に
ま
で
及
ん
だ
。
オ
ー
ク

ラ
ン
ド
で
は
、
デ
ィ
・
ジ
ヨ
ル
ジ
才
果
物
会
社
が
葡
萄
二
、
五
〇

〇
箱
の
損
失
を
出
し
た
。
そ
の
一
方
で
、
ス
ト
地
域
の
葡
萄
園
で

は
摘
み
残
さ
れ
た
果
実
が
熟
れ
過
ぎ
、
急
遼
、
食
卓
用
の
葡
萄
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
㎎
）

醸
造
用
と
し
て
出
荷
す
る
業
者
も
い
た
。
以
上
の
よ
う
に
、
葡
萄

園
の
ピ
ケ
活
動
に
、
輸
送
経
路
を
遮
断
す
る
小
規
模
な
妨
害
戦
術

が
加
わ
っ
て
、
あ
る
程
度
の
打
撃
を
栽
培
業
者
側
に
負
わ
せ
る
こ

と
が
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

②
全
国
的
規
模
の
ボ
イ
コ
ツ
ト
と
教
会
関
係
者
の
支
援

　
十
二
月
十
五
日
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
A
F
L
l
C
I
O
年
次

大
会
で
デ
ラ
ノ
・
ス
ト
ラ
イ
キ
を
支
持
す
る
決
議
文
が
採
択
さ
れ

た
後
、
チ
ャ
ベ
ス
の
ボ
イ
コ
ソ
ト
計
画
が
支
持
を
受
け
た
。
翌
日
、

「
全
米
合
同
自
動
車
工
組
合
」
（
U
A
W
）
会
長
W
・
P
・
ル
ー
サ

ー
が
デ
ラ
ノ
に
や
っ
て
き
て
、
月
額
四
千
ド
ル
の
寄
付
金
の
提
供

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
m
）

を
ス
ト
の
勝
利
ま
で
続
け
る
こ
と
を
約
東
し
た
。

　
チ
ャ
ベ
ス
は
ボ
イ
コ
ヅ
ト
の
準
備
段
階
で
ボ
イ
コ
ッ
ト
・
セ
ン

タ
ー
と
な
る
全
国
十
三
の
主
要
都
市
を
選
び
、
ボ
イ
コ
ッ
ト
要
員

を
派
遣
し
た
。
大
抵
の
都
市
で
、
ス
タ
ヅ
フ
た
ち
は
労
働
組
合
の

地
方
支
部
に
行
き
、
部
屋
、
食
事
、
事
務
所
、
電
話
や
可
能
な
限

り
の
援
助
を
頼
ん
だ
。
パ
ン
フ
の
配
布
や
、
隣
人
・
友
人
・
教

会
．
店
舗
へ
の
電
話
に
よ
り
、
ボ
イ
コ
ソ
ト
ヘ
の
援
助
を
呼
び
か

け
る
人
々
が
全
国
で
約
一
万
人
集
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
運
送
労
働
者
組
合
（
T
W
U
）
に
依
頼
し
て

百
万
部
の
ボ
イ
コ
ツ
ト
の
パ
ン
フ
を
印
刷
し
市
の
地
下
鉄
で
配
布

し
て
も
ら
っ
た
。
こ
の
背
後
に
は
、
六
十
年
代
に
入
っ
て
か
ら
の

消
費
者
運
動
の
盛
上
り
と
多
様
化
お
よ
び
、
そ
れ
に
対
す
る
行
政

側
の
稜
極
的
な
対
応
が
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
ア
メ
リ
カ

消
費
者
連
合
会
（
C
F
A
）
の
急
速
な
発
展
、
ラ
ル
フ
・
ネ
ー
ダ

ー
を
中
心
と
す
る
法
的
側
面
か
ら
の
消
費
者
運
動
、
ケ
ネ
デ
ィ
大

統
領
に
よ
る
消
費
者
の
保
護
と
権
利
に
関
す
る
政
策
な
ど
が
そ
れ

で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
米
国
社
会
一
般
に
消
費
者
ボ
イ
コ
ッ
ト
運

動
を
抵
抗
な
く
受
け
入
れ
る
素
地
が
既
に
形
成
さ
れ
て
い
た
。
ま

た
、
製
品
積
出
し
地
で
あ
る
デ
ラ
ノ
で
は
N
F
W
A
が
、
町
を
出

て
全
国
の
市
場
に
向
か
う
食
卓
用
葡
萄
積
載
貨
物
の
輸
送
妨
害
を

　
（
刎
）

企
て
た
。

　
ボ
イ
コ
ツ
ト
の
最
初
の
対
象
と
な
っ
た
大
企
業
体
は
、
デ
ィ
・

ジ
目
ル
ジ
オ
社
（
デ
ラ
ノ
で
の
農
地
所
有
面
積
四
干
六
百
工
－
力

i
）
と
シ
ェ
ン
リ
ー
社
（
三
千
五
百
工
－
力
1
）
で
あ
っ
た
。
前
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者
は
年
悶
歳
入
二
億
三
千
七
百
万
ド
ル
の
う
ち
の
僅
か
十
％
未
満

が
農
業
収
入
で
、
後
者
も
年
問
売
上
げ
五
億
ド
ル
（
大
半
が
蒸
留

酒
に
よ
る
）
の
う
ち
の
、
こ
く
僅
か
が
農
業
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た

の
で
、
農
業
経
営
の
た
め
に
消
費
者
へ
の
販
売
活
動
を
犠
牲
に
は

で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
、
両
社
と
も
全
国
的
な
販
路
を
通
じ
て
製

晶
を
販
売
し
他
業
種
の
労
働
組
合
と
何
十
も
の
契
約
を
持
つ
た
め
、

N
F
W
A
に
対
し
て
傲
慢
に
振
舞
う
こ
と
で
契
約
関
係
が
危
う
く

な
う
て
も
構
わ
な
い
だ
け
の
経
済
的
余
裕
は
両
社
に
は
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。
以
上
の
理
由
で
、
ボ
イ
コ
ツ
ト
の
影
響
を
受
け
易
く
、

し
か
も
全
国
的
に
名
を
知
ら
れ
た
経
営
体
と
し
て
二
社
が
対
象
に

　
　
　
　
　
　
　
（
別
）

選
ば
れ
た
の
で
あ
る
。

　
翌
年
一
月
上
旬
、
チ
ャ
ベ
ス
は
全
国
向
け
テ
レ
ビ
放
送
の
記
者

会
見
で
、
葡
萄
ボ
イ
コ
ツ
ト
と
、
葡
萄
園
の
刈
り
込
み
阻
止
が
目

的
の
ピ
ケ
活
動
の
計
画
に
つ
い
て
語
っ
た
。
こ
う
し
た
マ
ス
コ
、
、
、

利
用
作
戦
は
、
デ
ラ
ノ
・
ス
ト
を
通
じ
て
随
時
見
ら
れ
る
。
ま
た
、

六
五
年
十
二
月
か
ら
六
六
年
二
月
に
か
け
て
米
墨
の
雑
誌
や
カ
ト

リ
ヅ
ク
系
の
雑
誌
が
こ
ぞ
っ
て
デ
ラ
ノ
・
ス
ト
を
取
り
上
げ
た
。

六
六
年
一
月
二
六
日
号
の
『
エ
ル
・
マ
ル
ク
リ
ア
ー
ド
』
は
、
聖

職
者
と
学
生
の
大
半
が
ボ
イ
コ
ツ
ト
運
動
グ
ル
ー
プ
を
支
援
す
る

目
的
で
全
米
の
諸
都
市
に
出
か
け
た
た
め
デ
ラ
ノ
の
農
地
で
の
ピ

ケ
ラ
イ
ン
か
ら
姿
を
消
し
て
い
る
こ
と
を
伝
え
る
ほ
か
、
一
月
中

旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て
の
全
米
各
大
都
市
で
の
ボ
イ
コ
ヅ
ト
の
進

展
ぶ
り
を
報
じ
て
い
る
。
な
か
で
も
シ
カ
ゴ
と
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
で

は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
系
諸
教
派
が
ボ
イ
コ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

ツ
ト
の
推
進
に
関
与
し
て
い
た
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。

　
二
月
二
八
日
号
と
三
月
十
七
日
号
は
そ
れ
ぞ
れ
、
ボ
イ
コ
ツ
ト

の
普
及
と
ボ
イ
コ
ッ
ト
ヘ
の
支
援
の
状
況
を
報
道
し
て
い
る
。
こ

こ
で
は
、
教
会
の
活
動
を
対
象
と
し
て
い
る
本
稿
の
ね
ら
い
に
即

し
て
、
教
会
か
ら
の
支
援
へ
の
言
及
に
止
め
る
。
前
者
は
、
オ
ク

ラ
ホ
マ
・
シ
テ
ィ
で
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
大
司
教
が
ボ
イ
コ
ッ
ト

支
援
活
動
の
大
半
を
引
き
受
け
、
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
で
は
ボ
イ
コ
ッ

ト
に
対
す
る
最
初
の
支
援
が
金
銭
の
形
で
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
こ
と
を
報
じ
て
い
る
。
そ
し
て
、
後
者
は
シ
カ
ゴ
で

大
司
教
委
員
会
と
地
元
の
諸
組
合
が
ボ
イ
コ
ッ
ト
に
尽
力
し
、
テ

キ
サ
ス
東
部
で
は
土
地
の
大
司
教
委
員
会
が
支
援
を
寄
せ
テ
キ
サ

ス
州
の
何
千
人
も
の
メ
キ
シ
コ
系
が
「
禁
酒
の
誓
い
を
し
た
」
こ

　
　
　
　
　
　
（
鯛
）

と
を
報
じ
て
い
る
。

　
こ
の
ほ
か
、
ボ
イ
コ
ッ
ト
ヘ
の
直
接
的
支
援
で
は
な
い
が
、
聖

職
者
た
ち
に
よ
る
ス
ト
支
持
・
支
援
行
動
が
見
ら
れ
た
。
一
月
、

エ
ル
・
パ
ソ
（
テ
キ
サ
ス
州
）
の
司
教
S
・
M
・
メ
ツ
ガ
ー
が
デ
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ラ
ノ
・
ス
ト
ヘ
の
懸
念
を
表
明
し
、
テ
キ
サ
ス
州
民
へ
の
嘆
願
と

し
て
、
教
会
員
（
巨
ω
饒
o
鼻
）
が
デ
ラ
ノ
栽
培
業
者
の
も
と
で

ス
ト
破
り
を
し
な
い
よ
う
呼
ぴ
か
け
た
。
二
月
頃
、
全
国
カ
ト
リ

ソ
ク
農
村
生
活
協
議
会
は
ス
ト
参
加
者
の
賃
上
げ
と
契
約
の
要
求

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
泌
）

を
支
持
す
る
決
議
を
満
場
一
致
で
採
択
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
外
部
で
の
聖
職
者
、
特
に
カ

ト
リ
ッ
ク
教
会
の
上
層
部
が
ス
ト
ラ
イ
キ
、
ボ
イ
コ
ッ
ト
を
支
援

す
る
動
き
に
よ
っ
て
、
ス
ト
開
始
か
ら
中
立
の
立
場
を
固
辞
し
て

き
た
加
州
カ
ト
リ
ヅ
ク
教
会
組
織
は
と
う
と
う
ス
ト
に
対
し
て
肯

定
的
な
方
向
に
動
き
出
す
こ
と
に
な
る
。

1V

移
動
労
働
者
に
関
す
る
全
米
ハ
委
員
会
の
公
聴
会

－
加
州
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
組
織
の
支
持
表
明
－

　
移
動
労
働
者
に
関
す
る
連
邦
上
院
委
員
会
は
、
三
月
中
旬
に

「
ス
ト
を
全
米
的
な
問
題
に
ま
で
浮
上
さ
せ
N
」
R
A
を
農
業
労

働
者
に
も
適
用
さ
せ
る
適
を
開
く
目
的
で
」
公
聴
会
の
開
催
（
十

四
日
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
、
十
五
日
ヴ
ィ
サ
リ
ィ
ア
、
十
六
日
デ
ラ

ノ
）
を
決
定
す
る
。
小
委
員
会
議
長
H
・
ウ
ィ
リ
ァ
ム
ズ
（
ニ
ュ

ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
選
出
の
民
主
党
上
院
議
員
）
は
同
時
に
調
査
団

を
編
成
し
、
公
聴
会
の
開
催
地
へ
の
訪
問
に
合
わ
せ
各
地
域
の
労

働
者
キ
ャ
ン
プ
の
現
状
な
ど
を
視
察
す
る
計
画
も
立
て
た
。
実
際
、

三
日
目
の
デ
ラ
ノ
訪
問
で
は
ス
ト
参
加
者
た
ち
を
訪
ね
、
激
励
の

言
葉
を
贈
り
農
業
労
働
者
向
け
の
新
た
な
立
法
の
制
定
を
約
束
し

　
　
　
（
肪
）

た
の
で
あ
る
。

　
公
聴
会
の
証
言
者
に
は
、
E
・
C
・
〈
パ
ッ
ト
〉
ブ
ラ
ウ
ゾ
・

シ
ニ
ァ
州
知
事
（
一
九
五
九
壬
六
七
年
在
職
）
、
A
F
L
－
C
I

○
会
長
カ
ー
チ
ャ
ー
、
チ
ャ
ベ
ス
、
イ
ッ
ト
リ
ン
グ
、
デ
ラ
ノ
市

長
C
ニ
フ
ウ
ダ
ー
、
葡
萄
栽
培
業
者
M
・
ザ
ニ
ノ
ビ
チ
、
ス
ト
ソ

ク
ト
ン
司
教
区
の
司
教
H
・
ド
ノ
ホ
ー
、
「
加
州
移
動
労
働
者
担

当
牧
師
団
」
（
以
下
C
M
M
と
略
記
）
理
事
W
・
C
・
ハ
ー
ト
マ

イ
ヤ
ー
、
そ
し
て
D
・
ウ
エ
ル
タ
等
が
い
た
。
端
的
に
い
っ
て
、

公
聴
会
の
最
大
の
成
果
は
、
J
・
C
・
ジ
ェ
ン
キ
ン
ズ
に
よ
れ
ば

「
デ
ラ
ノ
・
ス
ト
に
正
当
性
を
与
え
た
点
と
二
年
目
の
抗
議
運
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

の
舞
台
設
定
を
し
た
点
」
で
あ
っ
た
。

　
教
会
関
係
者
の
代
表
陳
述
は
、
三
日
目
の
十
六
目
に
集
中
し
た
。

ド
ノ
ホ
ー
司
教
は
、
州
教
会
の
枢
機
卿
、
大
司
教
、
司
教
六
人
を

代
表
し
た
。
「
我
々
八
名
は
、
こ
の
問
題
が
解
決
さ
れ
る
べ
き
倫

理
的
枠
組
み
に
対
す
る
我
々
の
見
解
を
正
当
に
示
す
も
の
と
し
て

以
下
の
声
明
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に
意
見
が
一
致
し
て
い
る
。
そ

れ
故
、
同
声
明
は
直
接
に
、
あ
る
い
は
は
っ
き
り
と
限
定
し
て
デ
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ラ
ノ
に
向
け
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
倫
理
的
問
題
お
よ

ぴ
、
そ
の
倫
理
的
問
題
が
解
決
さ
れ
る
べ
き
枠
組
み
と
し
て
の
農

業
労
働
者
問
題
に
向
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
同
声
明
の

　
　
　
　
　
　
　
（
η
）

全
体
的
性
格
で
あ
る
。
」
同
司
教
は
、
局
所
的
な
ス
ト
ラ
イ
キ
を

支
持
す
る
の
で
は
な
く
、
全
世
界
的
規
模
で
の
農
業
労
働
者
問
題

の
解
決
を
試
み
よ
う
と
す
る
意
志
を
表
す
も
の
と
し
て
同
声
明
を

位
置
づ
け
て
い
る
。
そ
こ
に
、
ス
ト
ヘ
の
支
持
を
あ
ま
り
明
確
に

し
な
い
こ
と
で
、
加
州
の
栽
培
業
者
か
ら
の
攻
撃
を
か
わ
そ
う
と

す
る
聖
職
者
た
ち
の
意
図
が
感
じ
ら
れ
る
。

　
声
明
の
冒
頭
で
、
司
教
は
、
六
二
年
十
月
十
一
日
か
ら
六
五
年

十
二
月
八
日
ま
で
開
催
さ
れ
て
い
た
第
ニ
バ
チ
カ
ン
公
会
議
の
公

文
書
『
現
代
世
界
憲
章
」
の
中
の
移
動
季
節
労
働
者
に
対
す
る
差

別
の
撤
廃
と
保
護
措
置
の
必
要
性
を
述
べ
た
部
分
を
読
み
上
げ
、

そ
の
内
容
を
敷
術
し
て
栽
培
業
者
に
組
合
権
が
存
す
る
の
と
同
様

に
、
農
業
労
働
者
に
も
組
合
団
結
権
が
あ
る
べ
き
こ
と
を
主
張
し

た
。
組
合
団
結
権
を
含
む
労
働
三
権
の
獲
得
は
N
L
R
A
の
農
業

労
働
者
へ
の
適
用
に
よ
り
可
能
と
な
る
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
を

州
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
権
威
者
た
ち
が
支
持
し
た
こ
と
は
農
業
労

働
者
間
題
の
「
解
決
に
向
け
て
の
大
き
な
一
歩
」
で
あ
る
と
発
表

　
　
　
　
　
（
珊
）

し
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
州
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
組
織
全
体
が
デ
ラ
ノ
・
ス

ト
支
持
を
明
言
し
た
と
は
と
れ
な
い
に
せ
よ
、
農
業
労
働
者
問
題

を
経
済
的
問
題
で
は
な
く
倫
理
的
問
題
と
し
て
と
ら
え
る
見
解
を

表
明
し
た
こ
と
に
は
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
や
は
り

サ
ン
・
ホ
ア
キ
ン
・
ヴ
ァ
レ
ー
の
教
会
献
金
主
で
あ
る
栽
培
業
者

は
こ
の
こ
と
を
即
座
に
州
カ
ト
リ
ヅ
ク
教
会
組
織
の
ス
ト
ヘ
の
全

面
的
支
持
の
表
明
と
と
ら
え
、
教
会
へ
の
怒
り
を
あ
ら
わ
に
し
た

　
　
（
鴉
）

の
で
あ
る
。
ド
ノ
ホ
ー
司
教
の
発
言
に
よ
れ
ば
、
第
ニ
パ
チ
カ
ン

公
会
議
の
決
議
が
州
教
会
の
以
上
の
態
度
の
変
化
に
決
定
的
な
影

響
を
与
え
て
い
る
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
が
、
本
稿
で
こ
れ
ま
で

州
外
か
ら
の
諸
宗
派
の
ス
ト
や
ボ
イ
コ
ッ
ト
ヘ
の
働
き
か
け
の
経

過
を
見
て
く
る
と
、
む
し
ろ
州
外
の
教
会
関
係
者
の
カ
ト
リ
ッ
ク

教
会
に
対
す
る
影
響
力
の
方
が
ず
っ
と
大
き
か
っ
た
と
言
え
よ
う
。

　
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
側
か
ら
は
、
長
老
派
教
会
牧
師
で
C
M
M

理
事
の
ハ
ー
ト
マ
イ
ヤ
ー
が
陳
述
に
立
っ
た
。
農
業
労
働
者
の
生

活
実
態
と
デ
ラ
ノ
・
ス
ト
に
関
す
る
個
人
的
見
解
と
し
て
、
低
賃

金
ゆ
え
に
季
節
労
働
者
と
そ
の
子
供
た
ち
が
受
け
て
い
る
人
間
的

苦
し
み
が
教
会
人
や
C
M
M
に
関
わ
る
少
教
派
の
教
会
関
係
者
の

持
つ
べ
き
中
心
課
題
で
あ
り
、
そ
う
し
た
苦
し
み
の
軽
減
は
第
一

に
農
業
労
働
者
の
組
織
化
の
成
功
如
何
に
か
か
っ
て
い
る
、
と
述
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（
3
0
）
べ
た
。

　
さ
ら
に
、
デ
ラ
ノ
の
セ
ン
ト
・
ポ
ー
ル
ズ
・
バ
プ
テ
ィ
ス
ト
教

会
の
主
任
司
祭
R
・
B
・
ム
ー
ア
師
を
、
経
営
者
側
の
影
響
を
受

け
た
地
元
デ
ラ
ノ
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
の
見
解
の
代
弁
者
と

見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
黒
人
で
あ
る
師
は
、
ス
ト
を
完
全
な
る

公
民
権
運
動
と
規
定
し
、
デ
ラ
ノ
に
は
も
は
や
人
種
差
別
は
存
在

し
な
い
こ
と
を
強
調
し
て
ス
ト
は
無
意
味
で
あ
る
と
批
判
し
た
。

「
計
画
立
案
委
員
会
の
議
長
と
し
て
、
市
議
会
で
働
く
メ
キ
シ
コ

系
が
い
る
。
警
察
署
長
が
メ
キ
シ
コ
系
だ
し
デ
ラ
ノ
に
は
そ
の
も

と
で
働
く
メ
キ
シ
コ
系
や
黒
人
の
警
官
が
い
る
。
今
で
は
、
人
種

や
経
済
的
な
地
位
が
理
由
で
、
医
師
の
診
断
を
断
ら
れ
る
こ
と
も

　
　
　
（
肌
）

な
い
。
」
と
。

　
前
述
の
六
五
年
十
一
月
中
旬
の
シ
ェ
ン
リ
ー
社
へ
の
ピ
ケ
の
場

面
に
お
け
る
よ
う
に
、
デ
ラ
ノ
・
ス
ト
を
公
民
権
運
動
と
同
一
視

す
る
の
は
ス
ト
反
対
側
の
半
常
套
的
な
戦
略
と
な
っ
て
い
た
と
患

わ
れ
る
。
ま
た
、
デ
ラ
ノ
市
民
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
リ
ー
グ
（
D
C

C
L
）
と
い
う
デ
ラ
ノ
在
住
の
四
人
の
著
名
な
メ
キ
シ
コ
系
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）

る
ス
ト
反
対
組
織
も
存
在
し
、
民
族
的
な
団
結
の
粉
砕
を
目
指
す

ス
ト
反
対
側
の
戦
略
に
対
し
、
労
働
者
側
は
、
少
数
民
族
運
動
で

は
な
く
農
業
労
働
者
運
動
と
し
て
の
ス
ト
の
イ
メ
ー
ジ
を
作
り
あ

げ
る
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
、
た
と
え
ぱ
『
エ
ル
・
マ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）

ク
リ
ア
ー
ド
』
六
五
年
十
二
月
二
二
日
号
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

る
よ
う
な
フ
ィ
リ
ピ
ン
系
と
メ
キ
シ
コ
系
の
合
同
協
議
会
を
開
催

し
て
一
民
族
を
越
え
た
運
動
の
姿
を
組
合
の
内
外
に
印
象
づ
け
な

く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
州
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
組
織
の
支
持
が
公
式
の
場
で
表
明

さ
れ
、
神
父
た
ち
の
個
人
的
な
支
援
行
動
が
以
後
、
組
織
公
認
の

行
動
と
見
な
さ
れ
る
。
一
方
、
地
元
教
区
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の

態
度
が
ス
ト
支
持
に
一
変
す
る
の
は
、
ま
だ
先
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
州
教
会
が
ス
ト
ヘ
の
支
持
を
表
明
す
る
舞
台
と
な

う
た
の
が
公
聴
会
で
あ
り
、
同
様
に
三
月
十
七
日
か
ら
始
ま
る

「
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
ヘ
の
巡
礼
」
が
教
会
組
織
の
支
持
表
明
に
呼
応

す
る
形
で
カ
ト
リ
ソ
ク
の
教
会
関
係
者
が
続
々
と
ス
ト
支
援
に
仲

間
入
り
す
る
場
を
提
供
す
る
こ
と
に
な
る
。

V
　
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
ヘ
の
抗
議
行
進

　
三
月
十
七
日
か
ら
四
月
十
日
の
イ
ー
ス
タ
ー
・
サ
ン
デ
ー
に
か

け
て
、
チ
ャ
ベ
ス
は
メ
キ
シ
コ
系
、
少
数
の
黒
人
・
ア
ン
グ
ロ
を

含
む
七
十
五
名
を
率
い
四
教
区
出
身
の
牧
師
を
伴
っ
て
デ
ラ
ノ
か

ら
州
都
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
ま
で
の
三
百
マ
イ
ル
を
行
進
し
た
。
こ
れ
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は
六
五
年
の
黒
人
を
中
心
と
し
た
セ
ル
マ
行
進
を
真
似
た
も
の
で
、

イ
ー
ス
タ
ー
巡
礼
の
性
格
も
持
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
最
大

の
目
的
は
、
秋
の
知
事
選
に
向
け
て
運
動
を
開
始
し
て
い
た
ブ
ラ

ウ
ン
州
知
事
（
そ
れ
ま
で
政
治
的
理
由
で
ス
ト
の
問
題
を
避
け
て

通
づ
て
い
た
）
に
圧
力
を
か
け
ス
ト
の
調
停
を
受
諾
さ
せ
る
こ
と

で
あ
り
、
デ
ラ
ノ
産
葡
萄
全
国
ボ
イ
コ
ッ
ト
を
普
及
さ
せ
る
宣
伝

と
も
な
っ
た
。
『
エ
ル
・
マ
ル
ク
リ
ア
ー
ド
』
は
、
「
こ
の
行
進
は

『
抗
議
行
進
』
で
は
な
く
、
神
へ
の
我
々
の
信
仰
、
祖
先
の
契
約

へ
の
我
々
の
信
頼
、
そ
し
て
我
々
の
目
的
に
向
け
て
の
熱
意
を
主

張
す
る
た
め
の
巡
礼
で
あ
る
」
と
意
味
づ
け
て
い
る
。
し
か
し
、

労
働
者
の
行
進
に
宗
教
的
な
も
の
を
持
ち
込
む
の
を
疑
問
視
す
る

意
見
も
参
加
者
の
中
に
あ
っ
た
と
の
記
録
も
あ
り
、
純
粋
な
る
巡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
別
）

礼
と
見
な
す
の
は
統
一
さ
れ
た
見
解
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
抗
議
運
動
の
要
素
と
巡
礼
の
要
素
を
兼
備
し
た
行
進
と

い
う
観
点
か
ら
、
カ
ト
リ
ッ
ク
を
中
心
と
し
た
聖
職
者
の
参
加
状

況
を
見
て
い
き
た
い
。

　
行
例
の
先
頭
に
は
メ
キ
シ
コ
人
民
の
輝
か
し
き
宗
教
シ
ン
ボ
ル

と
さ
れ
る
グ
ア
ダ
ル
ー
ぺ
の
聖
母
の
幟
が
掲
げ
ら
れ
、
そ
の
両
側

に
は
米
墨
両
国
旗
が
旗
め
い
て
い
た
。
ま
た
、
ソ
ン
ブ
レ
ロ
と
赤

い
ポ
ン
チ
目
を
身
に
付
け
た
巡
礼
者
の
大
半
は
、
メ
キ
シ
コ
人
の

祖
先
ア
ス
テ
カ
族
の
象
徴
で
あ
る
黒
ワ
シ
を
中
央
に
イ
メ
ー
ジ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
脆
）

た
、
赤
地
に
白
丸
の
N
F
W
A
旗
を
掲
げ
て
い
た
。

　
三
月
十
九
日
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
大
司
教
丁
．
マ
ク
ガ
ケ
ン

が
三
人
の
神
父
に
翌
日
の
行
進
に
参
加
す
る
権
限
を
与
え
た
。
二

一
日
、
サ
ン
・
ノ
ゼ
在
住
の
フ
ラ
イ
師
は
、
行
進
に
日
中
参
加
し

た
。
二
四
日
、
大
司
教
の
私
的
代
理
人
J
・
マ
ヅ
カ
ー
シ
ー
師
が

行
進
者
た
ち
の
た
め
に
祈
薦
し
た
。
ま
た
、
ウ
ィ
リ
ン
ガ
ー
司
教

の
公
的
代
理
人
ネ
リ
ー
師
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
セ
ン
ト
．
パ

ト
リ
ッ
ク
神
学
校
生
、
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
純
心
修
道
会
出
身
ベ
イ
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
）

エ
リ
ア
在
の
修
道
女
等
が
行
進
に
参
加
し
た
。
行
進
が
次
第
に
加

州
北
部
に
近
づ
い
て
い
く
初
期
の
段
階
に
、
カ
ト
リ
ツ
ク
教
会
組

織
の
比
較
的
上
位
の
聖
職
者
た
ち
が
行
進
に
肯
定
的
な
行
動
．
態

度
を
示
す
こ
と
で
、
教
会
の
ス
ト
支
持
を
明
ら
か
に
し
た
の
で
あ

る
。
　
行
進
に
呼
応
す
る
形
で
四
月
二
日
に
は
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ

州
ボ
ス
ト
ン
で
、
「
ボ
ス
ト
ン
葡
萄
バ
ー
テ
ィ
」
を
自
称
す
る
約

二
百
人
の
一
団
が
州
議
事
堂
か
ら
港
ま
で
行
進
し
、
デ
ラ
ノ
．
ス

ト
を
支
持
し
て
大
量
の
葡
萄
を
海
に
投
げ
捨
て
た
。
こ
れ
は
、
ア

メ
リ
カ
独
立
革
命
を
誘
発
し
た
一
七
七
三
年
十
二
月
十
六
日
の
ボ

ス
ト
ン
茶
会
事
件
の
明
ら
か
な
る
模
倣
で
、
デ
ラ
ノ
．
ス
ト
を
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「
現
代
の
ア
メ
リ
カ
革
命
」
的
な
規
模
に
ま
で
拡
大
す
る
役
割
を

持
っ
た
行
動
と
意
味
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
一
方
、
巡
礼
の
各
逗
留

地
で
朗
読
さ
れ
た
声
明
文
「
自
曲
へ
の
計
画
書
」
（
；
O
＝
彗
O
申

0
9
彗
o
）
で
は
、
冒
頭
に
ス
ト
参
加
者
の
メ
キ
シ
コ
人
と
し
て

の
ル
ー
ツ
が
語
ら
れ
る
が
、
話
の
展
開
に
つ
れ
て
、
闘
争
の
持
つ

農
業
労
働
運
動
的
性
格
や
、
米
国
民
と
し
て
の
政
治
的
権
利
の
要

求
や
全
国
的
連
帯
の
主
張
が
強
く
な
る
。
ま
た
、
行
列
の
随
所
に

は
メ
キ
シ
コ
国
旗
と
と
も
に
星
条
旗
が
掲
げ
ら
れ
、
こ
の
農
業
労

働
者
運
動
が
分
難
主
義
を
目
指
す
運
動
で
は
決
し
て
な
く
、
あ
く

ま
で
も
米
国
の
労
働
者
と
し
て
農
業
労
働
者
に
N
L
R
A
の
適
用

を
認
め
て
ほ
し
い
と
要
求
す
る
運
動
と
し
て
提
示
し
よ
う
と
す
る

　
　
　
　
　
（
帥
）

意
図
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
し
ぱ
し
ぱ
労
働
運
動
が
米
国
で
は

「
コ
ミ
ュ
ニ
ス
ト
の
仕
業
」
と
見
な
さ
れ
て
弾
圧
を
受
け
て
き
た

従
来
の
歴
史
を
踏
ま
え
て
の
、
労
働
指
導
者
側
の
用
意
周
到
な
作

戦
と
も
言
え
な
く
も
な
い
。
そ
れ
は
ま
た
、
ス
ト
の
持
つ
非
暴
力

の
戦
略
と
と
も
に
、
米
国
一
般
大
衆
を
ス
ト
側
の
味
方
に
つ
け
る

た
め
の
有
効
な
手
段
で
も
あ
っ
た
。

　
さ
て
、
四
月
四
日
、
州
教
育
委
員
会
の
委
員
長
で
副
州
知
事
へ

の
民
主
党
推
薦
候
補
丁
・
W
・
ブ
ラ
ッ
デ
ン
が
翌
日
の
行
進
に
自

ら
参
加
す
る
こ
と
を
表
明
し
、
メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会
の
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
H
ネ
バ
タ
協
議
会
の
代
表
者
等
が
同
じ
く
参
加
予
定
で
あ
る

こ
と
を
発
表
し
た
。
四
日
は
、
N
F
W
A
が
シ
ェ
ン
リ
ー
産
業
の

抱
え
る
主
た
る
卸
売
店
と
し
て
、
加
州
北
部
に
あ
る
ジ
ュ
リ
ア
ー

ド
・
ア
ル
フ
ァ
醸
造
会
社
に
ビ
ケ
を
張
っ
た
日
で
も
あ
っ
た
。
五

目
に
は
、
州
議
会
下
院
議
員
P
・
ソ
ー
ト
（
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
郡
選

出
、
唯
一
の
メ
キ
シ
コ
系
州
議
員
）
を
代
表
と
し
て
七
人
の
州
議

員
団
が
、
こ
の
日
遅
く
サ
ン
・
ホ
ア
キ
ン
郡
ロ
デ
ィ
の
南
で
行
進

　
　
　
　
　
　
　
　
（
跳
）

に
加
わ
る
予
定
で
あ
っ
た
。

　
以
上
の
よ
う
な
宗
教
的
・
政
治
的
圧
力
に
耐
え
か
ね
た
の
・
か
、

六
日
シ
ェ
ン
リ
ー
産
業
は
と
う
と
う
N
F
W
A
を
自
社
の
葡
萄
摘

み
労
働
者
（
約
四
百
五
十
人
）
の
唯
一
の
交
渉
仲
介
人
と
認
め
る

こ
と
に
同
意
し
た
。
初
め
て
の
打
開
に
対
し
、
N
F
W
A
は
以
下

の
同
意
に
基
づ
い
て
シ
ェ
ン
リ
ー
へ
の
ボ
イ
コ
ッ
ト
を
即
時
中
止

し
た
。
①
N
F
W
A
は
シ
ェ
ン
リ
ー
の
葡
萄
摘
み
労
働
者
の
交
渉

仲
介
人
と
な
る
こ
と
、
②
シ
ェ
ン
リ
ー
は
労
働
契
約
人
で
は
な
く

N
F
W
A
を
利
用
す
る
こ
と
、
③
シ
ェ
ン
リ
ー
は
時
給
一
ド
ル
七

五
セ
ン
ト
を
支
払
う
こ
と
。
加
え
て
、
有
給
休
暇
と
保
険
を
含
め

た
フ
レ
ン
ジ
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
制
・
ユ
ニ
オ
ン
ー
－
シ
目
ツ
プ
制
も
承

　
　
（
3
9
）

認
さ
れ
た
。

　
行
進
最
終
日
の
十
日
（
イ
ー
ス
タ
ー
・
サ
ン
デ
ー
）
に
は
、
推
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定
八
千
人
の
大
観
衆
の
見
守
る
な
か
、
全
行
程
を
行
進
し
終
え
た

五
十
七
人
が
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
州
会
議
事
堂
の
階
段
を
上
っ
て
い
っ

た
。
遊
歩
道
の
群
衆
は
涙
を
流
し
な
が
ら
声
援
を
送
り
、
メ
キ
シ

コ
国
旗
を
盛
ん
に
振
っ
て
い
た
。
目
的
を
果
た
し
た
チ
ャ
ベ
ス
は
、

記
者
・
レ
ポ
ー
タ
ー
ニ
ア
レ
ビ
カ
メ
ラ
に
囲
ま
れ
な
が
ら
、
シ
ェ

ン
リ
ー
と
の
問
題
解
決
を
報
告
し
、
次
な
る
標
的
デ
ィ
・
ジ
ョ
ル

ジ
オ
製
品
の
消
費
者
ボ
イ
コ
ッ
ト
運
動
2
旦
言
を
改
め
て
マ
ス
コ

ミ
を
通
じ
て
行
っ
た
の
で
あ
る
。
行
進
者
に
と
っ
て
は
残
念
な
こ

と
に
、
州
知
事
は
ス
ト
問
題
と
直
面
す
る
の
を
避
け
る
た
め
家
族

と
と
も
に
休
暇
旅
行
に
出
か
け
て
不
在
で
あ
っ
た
。
演
壇
で
C
・

ハ
ー
ト
マ
イ
ヤ
ー
師
は
、
群
衆
に
向
か
っ
て
ブ
ラ
ウ
ン
氏
は
問
違

っ
て
い
る
、
と
明
言
し
た
。
「
私
た
ち
の
中
に
も
、
イ
ー
ス
タ
ー

の
日
に
家
族
と
一
緒
に
過
、
こ
せ
た
ら
よ
か
っ
た
の
に
と
恩
っ
て
い

る
人
は
た
く
さ
ん
い
る
。
そ
れ
で
も
、
私
た
ち
は
こ
こ
に
い
る
の

　
（
ω
）

だ
か
ら
。
」む

す
び
に
か
え
て

　
既
に
見
た
よ
う
に
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
比
べ
州
レ
ベ
ル
お
よ

び
地
元
司
教
区
の
カ
ト
リ
ヅ
ク
教
会
の
ス
ト
支
持
の
行
動
が
遅
れ

た
理
曲
と
し
て
次
の
三
つ
が
指
摘
で
き
る
。
（
一
）
ロ
サ
ン
ゼ
ル

ス
大
司
教
区
を
中
心
と
し
た
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
組
織
に
よ
っ
て
今

世
紀
初
頭
か
ら
掲
げ
ら
れ
て
い
た
メ
キ
シ
コ
系
に
対
す
る
愛
国
…

同
化
主
義
的
方
針
が
、
チ
カ
ノ
運
動
の
標
棲
す
る
反
同
化
主
義
・

反
人
種
差
別
主
義
と
対
立
し
て
い
た
こ
と
。
（
二
）
「
布
教
団
」
を

め
ぐ
る
事
件
で
明
ら
か
だ
っ
た
よ
う
に
、
農
業
労
働
者
の
組
織
化

に
対
す
る
栽
培
業
者
側
の
反
発
が
凄
ま
じ
か
っ
た
こ
と
。
（
三
）

地
元
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
と
農
業
労
働
者
の
関
係
は
疎
遠
で
あ
っ

た
こ
と
。

　
ス
ト
推
進
労
働
組
合
が
以
上
の
障
害
を
除
去
し
て
カ
ト
リ
ッ
ク

教
会
側
か
ら
支
援
を
勝
ち
取
る
に
は
、
自
分
た
ち
の
運
動
は
教
会

の
考
え
る
「
過
激
な
性
格
の
も
の
」
で
は
な
い
が
ゆ
え
に
純
粋
に

教
会
が
関
わ
る
べ
き
倫
理
的
な
問
題
に
属
す
る
の
淀
と
い
う
こ
と

を
示
さ
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
労
働
者
の
間
で
の

非
暴
力
主
義
の
誓
い
と
そ
の
実
践
は
、
運
動
の
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
イ

メ
ー
ジ
を
払
拭
し
、
さ
ら
に
聖
職
者
の
ス
ト
の
参
加
を
促
進
し
た
。

ス
ト
支
持
に
動
き
や
す
か
っ
た
の
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
と
ユ
ダ
ヤ

の
聖
職
者
、
州
外
部
の
カ
ト
リ
ッ
ク
聖
職
者
で
、
特
に
後
者
か
ら

の
様
々
な
ス
ト
支
援
の
行
動
が
加
州
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
組
織
に
ス

ト
に
対
す
る
姿
勢
を
再
考
さ
せ
る
大
き
な
要
因
に
な
っ
た
と
い
え

る
。
六
六
年
三
月
の
司
教
に
よ
る
州
教
会
組
織
の
支
持
表
明
は
公
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の
目
に
は
突
然
の
行
動
の
よ
う
に
見
え
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
組
合

機
関
紙
や
地
元
紙
と
い
う
史
料
を
通
し
て
カ
ト
リ
ッ
ク
聖
職
者
の

ス
ト
に
関
わ
っ
た
大
小
の
行
動
を
追
っ
て
み
る
と
、
司
教
の
支
持

表
明
が
唐
突
な
も
の
で
は
決
し
て
な
く
、
外
圧
に
対
し
て
熟
慮
を

重
ね
た
う
え
で
の
最
終
的
な
決
定
で
あ
っ
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
支
持
決
定
の
口
実
と
な
っ
た
面
も
あ
る
が
、
第
ニ
バ

チ
カ
ン
公
会
議
で
の
決
議
事
項
が
決
定
の
指
針
に
な
ウ
た
こ
と
も

　
　
　
　
　
（
仙
）

否
定
で
き
ま
い
。

　
一
方
、
巡
礼
行
進
に
お
い
て
チ
ャ
ベ
ス
が
宗
教
色
を
つ
け
た
理

由
の
ひ
と
つ
は
、
ス
ト
が
経
済
的
な
問
題
と
い
う
よ
り
も
倫
理
的

な
問
題
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
か
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

つ
ま
り
、
ス
ト
を
支
持
し
な
い
こ
と
は
倫
理
性
を
理
解
し
な
い
こ

と
と
位
置
づ
け
た
た
め
、
ス
ト
に
参
加
す
る
聖
職
者
の
数
が
段
々

と
増
加
し
て
い
き
、
そ
の
こ
と
が
ま
た
ス
ト
の
宗
教
的
色
彩
を
さ

ら
に
強
め
た
。
そ
の
結
果
、
巡
礼
は
数
多
く
の
人
々
の
支
持
を
集

め
、
さ
ら
に
重
要
な
こ
と
に
シ
ェ
ン
リ
ー
の
譲
歩
を
引
き
出
し
た

の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
「
シ
ェ
ン
リ
ー
が
貧
し
い
農
業
労
働
者
の

小
集
団
を
抑
圧
す
る
こ
と
に
熱
中
し
て
い
る
巨
大
組
織
で
あ
る
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
〃
）

い
う
悪
評
に
敏
感
で
あ
っ
た
」
が
ゆ
え
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
州
教
会
組
織
の
ス
ト
支
持
の
表
明
と
行
動
を

引
き
出
す
要
因
と
な
っ
た
い
く
つ
か
の
出
来
事
は
、
単
発
的
な
も

の
で
は
な
く
そ
れ
ぞ
れ
が
互
い
に
関
連
性
を
も
っ
て
起
こ
っ
た
こ

と
が
本
稿
で
の
論
考
を
通
し
て
明
ら
か
と
な
っ
た
。
カ
ト
リ
ッ
ク

教
会
は
ビ
ケ
に
参
加
し
た
神
父
や
州
外
の
カ
ト
リ
ッ
ク
聖
職
者
、

他
宗
派
の
宗
教
組
織
か
ら
の
働
き
か
け
に
よ
う
て
徐
々
に
ス
ト
支

持
の
方
向
へ
傾
い
て
い
か
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ

は
、
栽
培
業
者
や
地
元
司
教
区
の
抵
抗
や
反
対
を
は
ね
の
け
て
い

く
過
程
で
あ
っ
た
と
も
い
え
る
。

　
し
か
し
、
州
教
会
組
織
が
ス
ト
支
持
へ
傾
い
た
こ
と
は
、
す
ぐ

に
地
元
周
辺
の
教
会
の
態
度
を
も
一
変
さ
せ
た
わ
け
で
は
な
か
っ

た
。
巡
礼
が
終
了
し
、
行
進
者
た
ち
が
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
か
ら
デ
ラ

ノ
に
帰
っ
て
来
た
時
、
同
行
し
た
「
外
部
の
聖
職
者
」
た
ち
は
シ

ェ
ン
リ
ー
産
業
と
の
和
解
を
祝
う
目
的
で
町
の
公
園
に
て
野
外
ミ

サ
を
行
う
こ
と
包
提
案
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
デ
ラ
ノ
東
部
の
ア
ン

グ
ロ
の
教
区
か
ら
の
一
団
が
次
の
よ
う
な
文
旬
の
看
板
を
掲
げ
て

、
ミ
サ
の
開
始
を
阻
止
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
「
ミ
サ
を
汚
す

な
。
」
「
こ
の
ミ
サ
は
司
教
が
認
め
た
も
の
か
。
」
「
ミ
サ
が
労
働
者

■
の
ス
ト
ラ
イ
キ
と
ど
う
い
う
関
係
が
あ
る
の
か
。
」
ア
ン
グ
ロ
教

区
の
主
任
司
祭
も
そ
の
一
団
の
中
に
い
て
、
計
画
さ
れ
た
野
外
ミ

サ
を
「
、
ミ
サ
を
冒
漬
す
る
も
の
」
と
呼
ん
だ
。
結
局
、
ミ
サ
は
行
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（
4
3
）

わ
れ
な
か
っ
た
。

　
た
し
か
に
、
そ
の
後
デ
ラ
ノ
ヘ
の
外
部
聖
職
者
の
訪
問
や
ス
ト

参
加
者
へ
の
外
部
教
会
指
導
者
か
ら
の
物
質
的
な
援
助
は
増
加
し

た
が
、
六
六
年
の
夏
の
時
点
で
も
地
元
司
教
区
の
ウ
ィ
リ
ン
ガ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
仙
）

司
教
は
な
お
も
中
立
の
立
場
を
堅
持
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
に
、
地
元
に
は
ス
ト
ラ
イ
キ
を
支
持
し
な
い
勢
力
が
、
外
部

か
ら
の
ス
ト
支
援
勢
力
に
対
時
す
る
形
で
強
固
な
存
在
を
保
っ
て

い
た
こ
と
に
な
る
。
地
元
司
教
区
が
本
格
的
に
ス
ト
支
持
に
移
行

す
る
の
は
、
六
七
年
十
二
月
の
ウ
ィ
リ
ン
ガ
ー
司
教
の
辞
任
に
伴

う
マ
ニ
ン
グ
司
教
の
就
任
を
待
た
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

（
1
）
　
N
F
W
A
の
機
関
誌
で
隔
週
発
行
さ
れ
て
い
た
嚢
き
－
－

○
ユ
邑
o
（
本
文
で
は
『
エ
ル
・
マ
ル
ク
リ
ア
ー
ド
』
と
し
た
）
の
六

　
五
年
九
月
三
〇
日
号
に
は
、
チ
ャ
ベ
ス
の
公
開
状
が
掲
載
さ
れ
て
い

　
る
。
こ
れ
は
デ
ラ
ノ
・
ス
ト
を
開
始
す
る
に
あ
た
り
対
象
と
な
る
経

　
営
者
ら
に
送
ら
れ
た
書
状
で
、
そ
こ
に
盛
り
込
ま
れ
た
要
求
の
内
容

　
は
、
（
i
）
賃
上
げ
の
実
施
（
時
給
を
一
ド
ル
ニ
○
セ
ン
ト
か
ら
一

　
ド
ル
四
〇
セ
ン
ト
に
す
る
こ
と
、
葡
萄
一
箱
に
対
す
る
能
力
給
を
十

　
セ
ン
ト
か
ら
二
五
セ
ン
ト
に
引
き
上
げ
る
こ
と
）
、
（
i
）
労
働
時
間

　
を
は
じ
め
と
す
る
労
働
環
境
の
改
善
、
（
一
皿
）
（
i
）
と
（
i
）
に
関

　
す
る
労
働
協
約
に
つ
い
て
労
使
間
で
交
渉
の
場
を
持
つ
こ
と
、
で
あ

　
っ
た
。
ス
ト
発
生
に
関
す
る
詳
細
は
、
拙
稿
「
デ
ィ
レ
ー
ノ
・
ス
ト

　
ラ
イ
キ
と
チ
カ
ー
ノ
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」
『
ア
メ
リ
カ
研
究
』

第
二
六
号
、
一
九
九
二
年
、
を
参
照
願
い
た
い
。

（
2
）
霊
ド
ユ
鼻
声
ζ
2
凹
昌
彗
P
．
．
里
争
o
逼
雪
蔓
竃
邑
～
o
昌
叩

　
ξ
一
＞
ω
ε
身
巨
；
①
ω
o
g
〇
一
〇
〇
q
｝
o
市
早
o
宕
鼻
．
．
巾
ゴ
b
．
2
窪
o
ユ
申

　
饒
o
貝
d
O
－
＞
一
－
㊤
Φ
o
o
．

（
3
）
§
ミ
一
暑
」
竃
～
鼻

（
4
）
…
＝
討
昌
O
こ
黒
9
、
．
↓
烹
寄
o
a
o
：
ま
一
〕
〇
一
彗
o
O
冨
潟

　
ω
↑
ユ
斥
9
，
H
≦
団
ω
ε
『
．
閉
↓
ブ
o
色
9
0
巴
冒
o
『
目
訂
ω
↓
印
8
0
o
＝
o
o
q
①
凹
↓
句
一
■
－

　
τ
ユ
o
目
」
E
目
p
o
－
＝
蜆
．

（
5
）
霊
ま
o
斥
甲
竃
2
頸
目
胃
P
．
．
9
；
o
＝
募
員
＞
邑
昌
旨
一
ぎ
P

　
印
目
O
斤
ゴ
o
O
す
－
o
凹
＝
O
］
≦
O
く
9
自
耐
コ
斤
－
O
蜆
＞
目
困
①
一
①
ω
凹
閉
印
O
印
ω
o

　
ω
；
身
一
、
ぎ
宛
巨
o
旨
サ
ρ
宗
す
o
彗
墨
§
ミ
（
＆
巴
o
｝
｛
§
－

　
曽
畠
s
曽
』
き
ざ
§
』
§
雨
、
§
s
印
↓
ぎ
ぎ
§
．
δ
ユ
ミ
§
ミ
o
ユ
ぎ
s
一

　
巾
屋
目
＝
8
－
＝
印
昌
」
竃
ω
一
〇
〇
」
墨
～
ド

（
6
）
§
ミ
一
暑
」
墨
～
ω
o
．

（
7
）
§
包
．
一
〇
－
旨
ド
．

（
8
）
　
「
移
動
労
働
者
担
当
牧
師
団
」
の
誕
生
と
歴
史
的
変
遷
、
そ
し

　
て
デ
ラ
ノ
。
・
ス
ト
ラ
イ
キ
の
現
場
で
の
役
割
に
つ
い
て
は
、
拙
稿

　
「
メ
キ
シ
コ
系
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
系
の
農
業
労
働
者
ス
ト
ラ
イ
キ
に
お

　
け
る
聖
職
者
－
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
よ
る
早
期
支
援
の
ル
ー
ツ
を

　
め
ぐ
っ
て
1
」
『
ア
メ
リ
カ
史
研
究
』
第
十
六
号
、
一
九
九
三
年
、

　
を
参
照
願
い
た
い
。

（
9
）
旨
彗
ピ
o
巳
昌
彗
⊆
患
昌
く
＞
目
急
易
昌
一
ω
o
寒
き
さ

　
あ
雨
富
＞
2
．
く
．
一
〇
『
o
妻
o
戸
－
o
↓
P
O
O
．
o
o
蜆
～
o
↑
二
≦
o
尻
o
眈
ω
o
自
ρ
9

　
竃
一
q
o
篶
ミ
彗
旦
＆
σ
く
雲
争
o
o
雲
8
a
o
宛
剋
三
『
g
〕
一
〇
曽
“
ぎ
“

　
き
§
h
』
ま
g
o
ミ
高
き
雨
§
急
目
ミ
o
o
ぎ
冒
s
ぎ
ぎ
§
耐
§
斗
＆
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ω
§
膏
シ
O
H
巨
ω
ω
o
o
斥
㎝
二
≦
與
H
｝
目
o
二
一
之
．
く
ー
一
－
o
o
g
O
．
㊤
↓
1
ω
団
目
o
9

　
竃
一
は
、
「
布
教
団
」
に
な
ら
っ
た
カ
ト
リ
ッ
ク
神
父
に
よ
る
奉
仕

　
活
動
の
形
態
が
テ
キ
サ
ス
を
は
じ
め
と
す
る
他
の
地
域
に
も
後
に
見

　
　
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

（
m
）
　
　
－
o
す
目
　
〔
｝
一
－
〕
一
」
目
目
p
b
雨
、
s
ミ
〇
一
向
與
『
『
四
■
　
ω
↓
『
印
目
閉
俸
　
〔
＝
『
o
目
■
一

　
z
①
奏
　
く
o
『
穴
’
　
－
〇
一
－
　
〔
－
o
①
①
〕
’
o
－
o
o
N
　
ζ
印
↓
↓
　
o
o
．
竃
o
－
o
『
　
降
　
向
o
＝
－

　
o
－
｝
目
o
カ
ー
く
o
『
国
’
§
雨
o
ぎ
｛
o
s
茗
o
吻
．
．
㌧
曽
｝
“
o
ミ
ρ
、
き
■
｛
o
s
s
』
§
“
下

　
｛
〔
s
曽
｝
’
｝
｛
＝
o
自
〇
一
く
印
ヨ
的
一
】
4
一
く
一
一
－
㊤
べ
N
〇
一
N
①
ω
一
－
與
ミ
『
o
目
o
①
』
．

　
…
o
ω
o
＝
耐
｝
凹
．
o
“
｛
o
s
s
o
μ
　
o
s
、
ぎ
o
－
｝
o
｝
眈
§
　
目
s
、
　
ぎ
s
邑
o
昌
－
　
ミ
雨
o
－
o
－

　
隻
一
［
1
目
－
く
①
H
閉
津
｝
勺
『
o
ω
ω
o
｛
＞
目
－
o
ユ
o
印
一
－
目
o
．
’
－
o
o
o
p
o
o
．
－
－
o
o
～
o
．

（
1
1
）
　
七
十
年
代
末
に
お
い
て
、
全
米
カ
ト
リ
ソ
ク
人
口
の
約
四
分
の

　
　
一
、
米
国
南
西
部
カ
ト
リ
ッ
ク
人
口
の
三
分
の
一
以
上
を
占
め
る
メ

　
　
キ
シ
コ
系
が
、
神
父
と
し
て
は
二
〇
〇
人
以
下
（
全
米
で
五
八
、
三

　
〇
一
人
の
神
父
）
し
か
お
ら
ず
、
ま
た
七
十
年
に
な
っ
て
初
め
て
メ

　
　
キ
シ
コ
系
の
司
教
が
登
場
し
た
。
比
較
と
し
て
、
七
十
年
代
末
で
全

　
米
カ
ト
リ
ッ
ク
人
口
の
う
ち
の
十
七
％
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系
が
神
父

　
　
の
三
五
％
、
上
位
聖
職
者
の
五
十
％
を
占
め
て
い
た
。
〔
＞
巨
〇
三
〇

　
宛
．
ω
〇
一
9
、
、
↓
＝
o
O
す
一
』
『
o
＝
山
目
O
巴
巨
O
H
昌
す
四
目
旦
一
＝
o
O
σ
－
o
與
目
〇
一

　
＞
ω
o
g
o
－
o
o
q
ざ
竺
＞
＝
団
ζ
9
9
．
．
O
、
δ
巨
と
眈
之
ム
（
団
o
o
片
O
自
o
）
一

　
P
9
一
〕

（
u
）
　
ζ
o
之
o
H
目
o
『
p
。
．
吋
｛
ω
ゴ
o
o
9
、
．
o
．
－
卜
M
二
≦
o
ω
〇
一
』
o
o
p
〇
一
－
N
0
“
フ

　
　
ィ
リ
ッ
プ
・
ベ
リ
マ
ン
『
解
放
の
神
学
と
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
』
（
後

　
藤
政
子
訳
）
、
同
文
舘
、
一
九
八
九
年
、
三
九
頁
、
八
六
－
八
九
頁
。

（
1
3
）
　
§
き
ざ
き
き
竃
（
Z
o
く
．
；
1
－
岨
覇
）
一
蟹
（
之
o
く
’
ぎ

　
－
㊤
⑦
蜆
）
一
＞
＝
o
①
o
胴
－
o
、
宛
①
く
o
－
目
饒
o
目
－
目
一
巨
o
＜
－
目
o
く
凹
『
o
．
、
㌧
ミ
ー
雨
ユ
ー

　
o
s
一
－
〕
o
o
■
－
ゴ
ー
o
①
p
o
o
．
↓
心
↓
～
o
o
■

（
M
）
　
肉
－
き
ざ
‡
、
o
N
ω
一
〇
す
凹
二
①
ω
＞
．
】
≦
o
O
匝
『
片
す
＜
．
．
U
武
『
｝
o
h
団

　
o
『
凹
o
o
ω
一
ユ
o
斥
一
．
、
㌧
e
雨
き
ぎ
s
’
－
o
ω
　
（
－
団
目
．
－
蜆
．
－
o
o
①
）
1
o
〇
一
－
o
～

　
§
ヴ
ィ
ザ
ー
ド
神
父
は
六
十
年
前
後
か
ら
全
米
規
模
の
ブ
ラ
セ
ロ

　
計
画
撤
廃
運
動
の
推
進
者
と
し
て
活
躍
し
、
サ
ラ
ン
デ
ィ
ニ
ィ
神
父

　
は
十
一
年
間
農
業
労
働
者
を
や
っ
た
経
験
が
あ
っ
た
。

（
岨
）
　
　
b
－
き
－
O
辻
畠
』
O
～
M
　
（
プ
＾
O
く
．
M
“
　
－
㊤
蜆
蜆
）
一
～
O
0
1
N
①
　
（
U
①
ρ
　
N
N
．

　
－
o
①
蜆
）
“
髪
o
z
「
凹
－
自
凹
『
p
、
巾
－
ω
＝
o
o
9
．
．
o
－
〕
．
－
ω
o
o
～
杜
o
．

（
…
皿
）
　
　
向
－
き
－
o
‡
自
、
0
N
↓
　
（
』
與
自
1
－
ゴ
　
ー
岨
①
①
）
“
き
『
§
卜
8
｝
o
、
く
o
－

　
－
く
．
一
z
o
．
－
　
（
司
①
一
〕
．
．
－
o
⑦
①
）
　
一
〇
．
－
M
1

（
1
7
）
　
2
印
ま
o
目
団
－
　
＞
o
く
尿
o
『
く
　
O
o
目
自
自
篶
↓
①
o
　
o
目
　
勺
饅
『
日
ロ
　
ー
凹
げ
o
『

　
（
Z
＞
O
向
－
）
一
§
雨
O
§
雨
ω
、
ま
沖
♪
之
．
く
j
句
o
σ
H
冒
與
『
き
－
o
①
9
P

　
轟
．

（
m
皿
）
　
－
｝
｛
軋
’
o
．
～
紅
山
向
ト
き
』
o
ユ
昌
＆
o
～
卓
N
㎝
　
（
－
〕
o
ρ
o
〇
一
－
o
①
蜆
）
“
吻
s
s

　
ミ
目
曽
o
｛
眈
o
o
o
ぎ
↓
o
s
｝
o
｝
♪
］
4
0
く
．
－
o
o
’
－
o
①
蜆
…
～
昌
沖
“
邑
“
－
』
o
亀
－
さ
『
－

　
昌
｛
亀
ミ
一
プ
ー
o
く
ー
－
o
o
＼
フ
一
〇
く
．
N
0
一
－
㊤
①
蜆
…
き
㎞
s
o
b
値
軸
’
7
｝
o
く
－
N
9
－
o
①
蜆
．

（
㎎
）
　
U
＝
目
目
P
P
－
M
0
0
一
－
I
O
－
－
①
コ
斥
－
コ
9
↓
ぎ
“
き
－
ミ
｛
o
｝
♀
ぎ
｝
畠
、

　
鷺
S
§
．
．
§
“
き
§
書
、
肘
雨
『
き
竈
雨
§
軸
S
｝
｛
S
“
ぎ
雨
－
b
，
S
戸
O
O
＝
』
ヨ
ー

　
σ
－
曽
o
目
｛
く
o
H
ω
岸
｝
勺
『
o
ω
ω
一
7
一
①
ξ
　
く
o
『
斥
一
－
岨
o
o
蜆
i
o
．
－
蜆
伴
ω
団
H
目
｝
（
＝
－

　
ω
ゴ
目
o
■
　
卜
o
昌
恥
　
－
～
o
邑
』
　
－
o
　
－
〕
雨
－
s
曽
o
’
　
－
ヨ
F
o
『
＝
o
巨
o
団
－
　
巾
一
』
σ
＝
ω
σ
o
『
ω

　
O
O
’
－
目
o
＝
－
岨
一
蜆
一
P
－
蜆
ω
一
』
o
～
目
H
≦
．
勺
箏
『
O
目
P
○
ぎ
昌
e
雨
N
、
き
S
ρ
、

　
“
ぎ
籟
蕃
昌
－
餉
一
＞
－
σ
団
＝
0
E
ω
ρ
2
o
冬
く
o
『
斥
一
－
o
↓
N
o
1
↓
o
．

（
2
0
）
　
U
一
』
目
目
①
一
〇
P
－
N
0
0
～
ω
o
“
』
①
目
斥
－
目
9
恒
P
－
㎝
N
～
ω
…
－
｛
目
旦
o
O
．

　
ζ
凹
』
穴
凹
即
↓
＝
①
o
－
］
≦
凹
－
斥
凹
．
き
三
§
　
ミ
o
「
細
雨
毒
、
㌧
的
ざ
｝
s
蜆
｛
s
6
｝
μ

§
邑
き
雨
ω
§
♪
↓
①
昌
旦
o
〇
三
亮
邑
q
手
窃
閉
一
勺
す
一
一
邑
9
昌
貝

331



（112）橋論叢　第112巻 第2号平成6年（1994年）8月号

　
－
竃
N
ら
二
富
一
ζ
署
『
俸
2
く
①
冨
し
竃
N
ら
ー
曽
3
．
．
↓
訂
「
葦
示

　
ω
ま
幕
艘
斗
9
o
ミ
ざ
「
與
9
自
隻
．
．
§
§
雨
違
（
旨
ζ
戸

　
崖
雪
）
ら
．
奉
一
斎
藤
真
ほ
か
監
修
『
ア
メ
リ
カ
を
知
る
事
典
』
平

　
凡
社
、
一
九
八
六
年
、
二
三
〇
頁
。

（
別
）
　
O
巨
目
目
ρ
O
．
－
N
べ
一
Z
＞
O
｝
－
一
P
－
9

（
2
2
）
§
き
－
ま
ミ
o
貝
墨
（
－
昌
1
M
①
二
㊤
3
）
一
墨
（
霊
σ
－
鼻

　
冨
窒
）
．

（
2
3
）
§
き
－
ま
ミ
o
曽
（
茅
9
員
畠
o
①
）
一
曽
（
ζ
彗
．
；
ε
3
）
一

（
別
）
　
　
b
－
き
－
o
㌻
s
』
o
N
0
0
’
N
0
．

（
脆
）
　
』
①
目
斥
－
目
ω
一
　
〇
〇
1
　
－
蜆
ω
～
卜
…
　
O
O
目
目
二
↓
o
　
O
目
　
－
凹
σ
O
『
　
雪
一
〇

　
勺
仁
；
o
峯
亀
彗
o
1
ω
；
8
ヨ
ヨ
…
o
昌
－
き
實
．
㌧
§
§
§
請
」
§
－

竃
δ
Q
ト
き
ミ
ぎ
§
－
雰
胃
，
o
q
昌
ω
．
畠
塞
－
冨
婁
旨
昇

　
　
－
o
①
o
與
目
ρ
ζ
與
『
o
す
－
＞
O
H
＝
．
－
o
①
①
l
o
o
㊤
↓
す
O
O
自
的
j
－
閉
一
饅
コ
O
M
コ
α

　
ω
＾
W
ω
血
1
’
　
－
O
①
①
’
　
－
く
■
　
く
．
…
向
－
　
§
－
ま
昌
、
O
ω
－
H
き
§
　
卜
S
｝
O
『
く
O
－
．

　
－
く
一
z
o
．
ω
一
＞
o
ユ
F
ε
3
一
〇
．
べ
．

（
㎜
珊
）
　
　
』
o
自
汗
－
目
ω
一
〇
1
－
蜆
卜
1

（
〃
）
　
O
O
昌
■
ヨ
＝
言
o
O
目
－
｝
σ
O
『
凹
目
旦
勺
目
σ
＝
o
峯
o
罵
與
H
o
’
O
－
①
ω
－
．

（
n
o
ω
）
　
　
－
｝
｛
、
■
’
　
o
l
①
ω
M
．
“
ω
s
ミ
　
き
s
o
｛
吻
o
o
　
（
〕
ぎ
『
o
昌
｝
o
－
雨
’
　
…
団
『
o
ゴ
　
ー
↓
i

　
　
冨
3
－

（
2
9
）
－
昌
＝
冨
も
」
澤

（
㎝
…
）
　
O
O
昌
－
自
津
片
o
O
目
－
與
σ
O
『
O
目
－
印
一
〕
O
H
曽
目
」
勺
巨
’
〕
＝
o
奉
①
言
凹
H
①
’

　
o
p
①
3
～
↓
o
．

（
3
1
）
§
ミ
一
P
8
一

（
3
2
）
§
き
－
ま
ミ
o
澤

（
州
o
o
）
　
　
向
－
き
－
o
『
｛
8
』
o
M
蜆
．

（
3
4
）
嚢
き
』
ま
富
き
ω
－
．
、
呉
＝
o
『
『
∋
彗
一
き
ミ
｝
さ
県
§
帖
§
ω
－

菖
竃
s
竃
、
卜
§
§
ぎ
的
、
o
§
、
ぎ
き
§
ミ
o
碁
ミ
き
§
§
ト

　
ー
．
＞
∴
ミ
與
＝
彗
O
軍
窃
9
冨
O
。
↓
も
一
窒
’

（
3
5
）
ζ
9
雪
俸
2
毒
員
署
．
墨
蜆
～
3
ω
§
§
§
§
δ
黒
“

ζ
彗
9
員
冨
雷
一
宛
o
冨
巨
｝
．
↓
ξ
6
『
一
9
§
§
§
巨
§
雨

き
ミ
一
き
『
ぎ
蔓
U
o
ω
8
ヨ
巾
麸
o
o
コ
？
窃
9
；
責
p
ミ
ニ

　
】
ゼ
E
」
閉
　
…
一
　
～
「
凹
－
旦
0
N
．
　
．
．
↓
プ
①
　
一
「
印
－
o
　
o
｛
　
一
す
o
　
カ
凹
N
與
、
　
－
目
　
．
、
＝
⊆
①
－
o
q
與
－

↓
巴
鶉
o
二
思
寄
く
o
巨
ぎ
目
一
．
．
完
目
ミ
盲
募
㎝
（
旨
昇
冨
塞
）
一
君
．

　
き
～
蜆
．

（
3
6
）
ω
§
§
§
ミ
o
き
耐
一
…
彗
o
＝
o
＼
竃
睾
9
買
ε
塞
一
ト
ε
㌧
轟
－

　
雨
－
軸
的
　
§
§
雨
｝
一
ζ
触
『
o
す
N
N
i
－
㊤
①
⑦
…
』
く
甘
、
｛
o
曽
s
－
o
s
日
ぎ
o
－
｛
o
』
～
§
o
『
－
雨
『
一

　
＞
召
旦
9
冨
窒
1

（
3
7
）
　
§
雨
き
§
ぎ
き
§
§
§
＞
召
二
ω
二
〇
塞
一
↓
ξ
一
貝
P

　
－
一
｛
…
b
－
き
、
o
ぎ
昌
軋
o
M
↓
…
】
〕
仁
目
目
〇
一
〇
〇
一
－
ω
ω
～
ト
…
、
一
「
ゴ
①
、
－
団
目
o
h

　
忌
一
彗
9
．
．
o
ミ
ぎ
§
き
ミ
蓬
（
旨
罵
」
㊤
窒
）
一
碧
－
8
～
§

（
3
8
）
卜
8
』
ミ
零
雪
§
§
§
＞
亘
；
一
冨
3
一
旨
§
§
§
δ
き
や

　
＞
召
二
蜆
＼
＞
召
二
9
お
①
9

（
3
9
）
卜
婁
㌧
s
鷺
汀
§
§
婁
＞
旦
；
一
畠
①
3
；
o
尋
俸
雪
葦
蟹

　
O
o
．
N
①
與
～
①
一
Z
＞
O
句
「
一
勺
．
蜆
ω
一
『
｛
§
♪
P
－
o
〇
一
巾
｛
片
H
o
＝
ρ
P
o
蜆
．

（
川
w
）
　
　
－
〕
巨
目
目
o
’
　
o
o
．
　
－
ω
ム
～
蜆
…
　
－
耐
コ
斥
’
コ
ω
．
　
o
．
　
－
蜆
①
“
　
－
（
巨
眈
す
目
o
『
．
　
o
．

　
　
旨
汗
…
胃
〆
U
ミ
一
き
「
ミ
㌧
o
ミ
2
o
s
ミ
9
§
§
§
乱
き
雨

　
き
§
“
ミ
O
暴
軸
葦
Z
O
峯
く
O
算
，
冨
①
鷺
『
」
彗
一
P
亀
－

（
4
1
）
　
教
会
の
内
部
資
料
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
フ

　
　
ォ
ー
マ
ル
な
意
恩
決
定
機
構
の
中
で
教
会
の
方
針
転
換
が
い
か
な
る

　
形
で
処
理
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
に
つ
い
て
資
料
で
裏
付
け
る
こ
と
は
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1960年代のカリフォルニァ州における農業労働者ストライキと教会

現
状
で
は
不
可
能
で
あ
る
。

（
4
2
）

（
4
3
）

（
4
4
）

ζ
＆
ぎ
俸
竃
ど
訂
ら
」
鼻

…
o
z
胆
ヨ
彗
戸
、
里
3
o
蕩
一
、
、
君
．
－
忘
～
蜆
．

§
§
も
」
§
～
p

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
橋
大
学
大
学
院
博
士
課
程
）

（113〕

333




